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花色で働き始めて３カ月が経ち、

少し慣れてきた所です。

こども達が楽しく過ごしてもらえ

るよう関わっていきますので、

今後とも宜しくお願いいたします。
好きなこと：●●●

「それって必要なの？」と思われる方もいるかもしれません。
東京には国営東京臨海広域防災公園があります。その広大な敷地内
に、＜そなエリア東京＞という防災体験施設があり、そこで「東京直下
72時間ツアー」を行っています。地震発生後72時間の生存力をつける
体験学習ツアー。最初にガイドさんが「皆さん、３日間は助けに行けま
せん。どうか、自分の身は自分で何とかしてください。」とお願いします。
昨年、奥能登豪雨支援に入った際に身をもって経験した事です。支援
者がいなくて困っていました。その時、厚労省・社協・石川県すべてが
支援者の受け入れをしていません。理由は、被災地の安全が確保さ
れなければ、二次災害を避けるために許可を出せないのです。

9月17日 地域の繋がりを深め、災害時に助け合うための“顔の見える”絆づくり[第一回ぼうさいミーティング]を花色で開催しまし
た。医療関係者・地元企業・民生委員等23名の方がご参加下さいました。それぞれの得意を持ち合い地域力を高める集まりです。

公共機関はどこもごった返し電話も通じません。災害が発生し
た時、「誰か助けて！」ではなく、「自分と家族は私が守る。」と
いう考えで備えなければ生き抜けません。数日間は公助に頼ら
ず、自身と地元力で何とかしなくてはいけません。災害は起きて
欲しくありません。一生に一度あるか無いかかもしれませんが、
その災害がどんな状況になるかを想像し、知識を深め、平常時
に備えることが大切です。「災害が起きたら考えよう。」なんて、
無理な話しです。周囲の景色が変わり、緊迫した状況の中、知
らない相手に連絡をしたり、お願いごとをするほどの心の余裕
はありません。だからこそ、穏やかな日常の中で挨拶をし、顔を
知り合える間柄になれば、気にかけ協力し合えます。そんな大
切なキッカケになる [第一回ぼうさいミーティング]は花色の災
害対策委員会が企画し、職員みんなで協力しました。初めての
事はエネルギーが要ります。そこを乗り越えカタチにするのは
大きな一歩です。助け合いの土台になれますように。そして、花
色のこども達を知ってもらい、協力の輪が広がりますようにと職
員一同願っております。これからも宜しくお願い致します。

【北海道新聞 10月23日（木）】掲載

防災に興味を持ち
ご参加いただいた
北海道新聞 土門さん、
有難うございます。
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これからも宜しくお願いいたします。

次回＜第二回ぼうさいミーティング＞は１２月５日（金）18：30～ 「お申込みは花色ホームページからお願いします。」
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「もし災害がおこったら・・！」「病院にお世話になろう。」「避難所にいって
お世話になろう。」そう、思っていませんか？災害経験がないので、わか
りませんよね。 実は、お世話になるのではなく、“避難した人”が運営を
します。炊き出し、掃除、声掛け、受付、色々なお仕事があります。お家
が壊れて住めなくなった人が「仮」で生活を数日間する場です。その間、
仮りの住まいでも［生活空間］の整理整頓等は自分達でしましょうと思え
ば当然ですよね。今の世の中は「サービスを受けること」が
たくさんあります。でも、災害が起こると当たり前が
無くなります。インターネットもなく、お店も閉まり、
水すら貴重で、エアコンも暖房もない中、
「どうやって生き抜いて、普通の生活に戻ろう。」
と、みんなの力と知識を借りて乗り切ります。
ゴールが見えなく苦しい時間でもありますが、気に
かけてくれる人は必ずいます。自助力を高めましょう。
『災害が起こらないように。』と祈るのであれば、並行して、地球を大切に。
今日を大切に。ちょっと我慢して環境に優しい生活を一人一人が気にす
る事が、こども達の未来を豊かにすることにつながります。
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「できるかも！」と思えるような環境をつくろう。
「で・き・る・か・も」って思える環境って大切。
「できないかも・・。」と思っていた時に、
ふと 『あれ？できるかも？？』になると、期待が膨らみワクワクします。
やる気を促すもとになるのは側坐核から出るドーパミン。
「どうして出来ないのか。」を考えるよりも、「どうしたらできるかな？」と考えた方が、
やる気はおきやすくなります。
こどもの頃、できなかった鉄棒や跳び箱。

「あれ、できるかも？」とワクワクした時におきた観察力が、理由です。

お正月何していたかな？と振り返った時、「おせち食べて面白いTV見てたな。」と思い出したりしませ
んか？ では「1月10日何していましたか？」 たった数日後の事ですが、なかなか思い出せないので
はないでしょうか？ 逆に、この日が誕生日や記念日だとしたらすぐに思い出が出てきませんか？
記憶が残るのは脳の中のどこになると思いますか？

感情の発電所と言われる［偏桃体］です。その横には［海馬］があり、記憶を残すか捨てるかを決める
場所になります。偏桃体と海馬は隣接しているので、感情が動くと記憶に残りやすく、やる気もでます。
例えば好きな音楽が流れているカフェで勉強する学生さんは、うるさい環境ではなく、楽しいと感じる
環境の中でお勉強をしているので、記憶に残りやすくなります。興味のあることは記憶にのこりやすく、
ワクワクしたらやる気もでるのです。

「ねぇ、どうして女の子っておしゃべりなんだろうね～。一丁前なのよ。」
というママさん。その理由が欲しいわけではなく、共感できたらなって思って
口からでる言葉。
育児していると、娘の成長が楽しかったり、時にイラっとしたりもするものです。

では、勝手ながら仕組みをちょっとだけ知ってみましょう。
脳の［左脳］と［右脳］をむすんでいる場所を［脳梁］（のうりょう） といいます。

脳梁の太さは女性の方が太く、
脳梁が太い方が、感情を言葉にするスピードが速くなります。
交換される情報量も多くなるので、感情が高ぶったり、不安定になりやすくも
なるのです。
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寒くなってくると温かい飲み物が嬉しいで
すよね。しかも、この時期は何故かカフェ
インレスなものを欲します。
そんな時に、
香ばしい香りの
玄米とチコリの根を焙煎して
混ぜ合わせた優しいお茶
［チコリ入り玄米茶］
冬を前にホッとする味です。

中富良野
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